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Abstract

This paper describes research activities in Setsunan University. This paper

describes research activities in Setsunan University. This paper describes re-

search activities in Setsunan University.
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1. 序文

摂南大学融合科学研究所論文集の書式にできる限り近い形で作成した TeXによるテンプ

レートです. 正確な書式については, Wordファイルの「摂南大学融合研論文集原稿作成要

領」に従ってください.

Macの場合, プリアンブルの

\usepackage[noalphabet]{pxchfon}

\setminchofont[0]{msmincho.ttc} 　（明朝体をMS明朝に変更）

\setgothicfont[0]{msgothic.ttc} 　（ゴシック体をMSゴシックに変更）

でエラーを起こす可能性が高いので, これをコメントアウトして使用することを推奨します.

環境によっては, Windowsでもエラーを起こすかもしれないので, 適宜, コメントアウトし

て使用してください.
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2. 使い方

2-1 章番号と節番号について

作成要領では, 章番号や節番号の書き方に指示があります. このテンプレートでは,

\section{～～}, \subsection{～～} などの通常のTeXコマンドで, 指定されている書式

で番号を出力できるようにしました.

2-2 ページ数について

ページ数は表示せずに原稿を作成することになっているため，予め\pagestyle{empty}

コマンドでページ数が出ないように設定されています．

2-3 参考文献について

文献番号は丸括弧（　）で括り, 本文の引用箇所には上付き添字で番号を付すこととなっ

ています. このため, 次のコマンドを用意しました．

\citex{キー} ：上付き括弧で文献番号を出力します.

\citexx{キー}：上付きでない括弧で文献番号を出力します.

例：上付き添え字の丸括弧 (1)(2)

上付きでない丸括弧 (1)(2)

括弧のない文献番号 1, 2

尚, 通常の\cite{キー}を用いると, 括弧のない文献番号を出力します. \citex{キー}と

\citexx{キー}を用いる代わりに，例えば「参考文献 (1)に書かれている (2)」は以下のよう

に書けます．

参考文献 (\cite{キー})に書かれている\textsuperscript{(\cite{キー})}

2-4 bstファイルについて (!!! bibtexを使わない場合は不要で，無くても動く !!!)

別フォルダにて，融合科学研究所論文集用に

「yugokenA.bst(アルファベット順)」「yugokenB.bst(引用順)」

の２種類の bstファイルを作成しました．これは無くても動きます．この 2つはTeXに標準

搭載されている acm.bst を編集して作成したものです．（ieeetr.bst と unsrt.bstからも

一部のコードを移植しています）

尚，変更したのは，bibtexファイルの Entrytype が @Article になっているものだけで，

@Book などのエントリーは融合研の書式に対応しておらず，acm.bst の形式のまま出力さ

れます．



また，文献は英文タイトルのものを想定しています．融合研の書式では邦文タイトルは鉤

括弧「～」で括るように指示がありますので，適宜，bblファイルをコピペした後に編集す

るなどしてください．
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